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後期基本計画（2011～15）
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　基本構想において、飯南町のまちづくりの基本理念を以下に示すように、『小さな田
ま

舎
ち

からの「生
命地域」宣言』と定めています。

基本理念1

　本町は、中国山地の美しい自然に抱かれた、古い歴史と伝統のある町です。私たちは、このふ
るさとを誇りとし、明るく豊かな郷土を目指しています。
　明るく豊かな郷土の実現に向け、小さな田

ま

舎
ち

からの「生命地域」宣言を基本理念として、まち
づくりを進めます。

■生命地域とは
　中国山地の自然の恵み、神戸川の源流、斐伊川・江の川へ注ぐ清流など、本町はこれらの地域資源
を活用し、自然を活かした人々の営みを守ってきました。
　このように、人々が生活するための資源を豊富に有している飯南町を、生命の源となっている“生
命地域”と呼びます。

ぶな林・広葉樹林

きれいで豊富な水と空気

里山の生活
（人々の暮らし・農業・景観）

豊かな自然を活かしたまち

安心して暮らせるまち 
住民の参画によって育てるまち 

中国山地の山々
（琴引山・大万木山・女亀山・沖の郷山・三瓶山）

＜生命地域＞

里山を守り育てる共同社会・集落
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　基本構想において、飯南町の将来像を
　『小さな田

ま

舎
ち

からの「生命地域」宣言　“いのち彩る里　飯南町”』　としています。

将来像2

（１）豊かな自然を活かしたまち
（２）安心して暮らせるまち
（３）住民の参画によって育てるまち

（１）豊かな自然を活かしたまち
　「生命地域」の考えに基づき、〝守る〟〝活かす〟の観点から自然に根ざした健康なまちづくり
に取り組み、また、地域に継承されている歴史・里山文化を大切にし、四季折々の風景を満喫す
ることができる町を次世代へ引き継ぎます。
　そして、〝もてなしの精神〟をもって都市住民に接し、地域の隠れた魅力をPRすることで、
地域の応援団や自然を活かした産業づくりに結び付け、地域の活性化につなげていきます。

自然を守る 歴史 ･里山
文化を活かす自然を活かす

生活を支援する 生活を取り巻く
環境を整える

特色を活かした
教育を進める

住民が主体と
なって動く

地域のひと・もの
を有効活用する

住民と行政との
連携を進める

（２）安心して暮らせるまち
　子どもから高齢者まで全ての住民が安心して暮らせるために、身近な生活環境の整備や教育・
医療・福祉の充実を図るとともに、高齢者福祉や子育て支援などを担う新たな組織づくりや高齢
者をはじめとする「飯南の達人」の知恵や活動を社会に活かす仕組みづくりに努めます。

（３）住民の参画によって育てるまち
　過疎化や少子高齢化が進み、これまで培ってきた地域の自治や地域活動は弱体化しつつありま
す。こうしたなか、住民一人ひとりが、まちを育てていくという心構えと行動力を持つことが重
要です。
　行政も健全な財政運営に努めるとともに、住民と連携したまちづくりに取り組みます。
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　平成17年８月に制定した町民憲章とこの計画の基本理念をもとに、本町の将来像を実現するため
の６つの基本方針を掲げています。

将来像3

■将来像に基づく６つの基本方針

豊かな自然を
活かしたまち

住民の参画に 
よって育てるまち

安心して暮ら
せるまち 

心豊かで創造性
あふれる人材を
育てるまち

基本方針５住民相互が
支え合うみんな
にやさしいまち

基本方針4

快適で安心できる
住みよいまち

基本方針3

地域を支える
産業を創出するまち

基本方針1

豊かな自然を守り
活かすまち

基本方針2

住民の自立（律）と行政との
協働で運営するまち

基本方針6
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